
 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

友達、異学年とのつながり 

校長 板垣 久美 

岡津の街を紫陽花が美しく彩る季節となりました。岡津小学校のふれあい広場にはアナベルの白い花が凛と

した姿で咲いています。そして、１年生が観察しているアサガオ、２年生と５組のみんなが育てている野菜の

花も咲き始めています。 

５月には５年生の愛川体験学習、６月には４年生の野島体験学習がありました。どちらも、グループ活動で

疲れている友達を待ったり協力したりする姿が見られました。学校教育目標「つなぐ」を達成するための「あ

いうえお」の「お：おもいやりをもって接する」行動が多くあり、充実した体験学習となりました。 

１・６年生は新江ノ島水族館へなかよし遠足に行きました。バスでは、なかよしペアで座り、１年生が６年

生に熱心に自分の好きなものや友達の話を伝えていました。６年生は笑顔であいづちをうちながら聞いていま

した。もっとペアのことを知りたい、もっと仲良くなりたいという気持ちがあふれていました。水族館では、

多くの幼稚園児や小学生がいて混雑していましたので、ペアがはぐれないようにぎゅっと手を繋いでいました。

とてもほほえましい姿でした。イルカショー観覧では、６年生が１年生にレインコートを着せたりたたんだり

する姿がありました。ある６年生はレインコートがたためず泣きそうになっている１年生に、「ここの端と端

を持ってたたむと、きれいにできるよ。一緒にやってみよう。」と励ましていました。６年生がやってしまうの

ではなく、見本を見せながら一緒にたたんでいました。大人は時間がないから、子どもに任せると余計に手間

がかかるからとついつい自分でやってしまいがちですが、その６年生は「いいよ、いいよ、その調子。」と声を

かけながら、１年生がレインコートをたたむのを優しく見守っていました。１年生は満面の笑みで、きれいに

たためたレインコートを６年生に見せていました。このほかにもたくさんの笑顔とおもいやりのある行動が見

られました。11 月には、２・５年生がズーラシアへ、３・４年生が湘南台文化センターになかよし遠足に行

きます。11月のなかよし遠足でもすてきな姿が見られると期待しています。 

学校教育では、「主体的・対話的で深い学び」の実現のために、教員は単なる指導者から児童の興味関心を引

き出し、資質・能力を高める「伴走者」であることが求められています。子どもたちにとって、よき「伴走者」

となるよう、職員一同努力してまいります。 

 

７月18日（土）より40日間の長い夏休みに入ります。様々な体験等を通して、８月27日（木）に元気

いっぱいの子どもたちに会えるのを楽しみにしております。 

今後も、岡津小学校の教育活動にご理解とご協力をお願いいたします。 
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「つなぐ 自らの成長を自覚し、 

適切に行動できる岡津っ子」 

https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/okazu/ 


